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肝炎情報センターの取り組みについて  

平成21年6月10日（水）  

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎・免疫研究センター  

溝上 雅史  

「国立国際医療センター肝炎情報センター」構想とは？  

一肝炎診療の均てん化■医療水準の向上をさらに  

全国的に推進するためには、特に情報提供機能  
について都道府県の肝疾患診療連携拠点病院を  

支援するシステムが必要であり、その基盤整備  
が必要である．  

・また、肝炎については国内外で基礎一臨床研究  
が急速に進行していることから、情報をデータベ  
ース化して、定期的に情報をアップデートすること  
が重要となる。さらに、正確な情報を広く発信する  
システム作りが必要である．   



叡首府屠仁おげる掘最診療ネットワーク 2β87年  

都道府県における肝炎  

検査後肝疾患診療体制  

に関するガイドラインー  

全国C型肝炎診療   

懇談会報告書から  

2007年1月26日  

厚生労働省  

※ 専＿門医療應遥  

（む専門的な知識を持つ医師による診断と治療方針の決定  
②インターフェロンなどの抗ウイルス療法  
③肝がんの高危険群の同定と早期診断  

※※  肝疾轟診療連携拠点病院  

①肝疾患診療に係る一般的な医療情報の提供  
②都道府県内の専門医療機関等に関する情報の収集や紹介  
③医療従事者や地域住民を対象とした研修会や講演会の開催や肝疾患に関する相談支援  
④肝疾患に関する相談医療機関と協議の場の設定  

肝疾患診療連携拠点病院一覧（2009年6月1日現在）  
都道府県名  施  設  名   所    在    地   施  設  名   所    在    地   

■  北海道  
2  青森県  
3  岩手県  岩手医科大学附馬病院   盛岡市内丸19－1  
4  宮城県  国立大学法人 東北大学病院   仙台市青葉区星陵町1－1  
5  秋幻県  国立大学法人 秋田犬学匠学部附属病院  秋田市広面蓮沼44－2   市立秋田総合病院   秋田市川元松丘町4－30   
6  山形県  
7  デ＝ミ・L＝  

8  茨城県  株式会社 日立製作所 日立総合病院  日立市城両町二丁目1番1号   東京医科大学茨城医療センター  稲敷郡阿見町中央三丁目20番1号   
9  栃木県  自治医科大字附属病院   下野市薬師寺3311－1   横協医科大掌病院   下都賀郡壬生町北小林880   
10  群馬県  国立大学法人 群馬大学医学部附属病院  前橋市昭和町3－39－15  
m  埼玉県  埼玉医科大学病院   入間郡毛呂山町毛呂本郷38  
12  千葉県  国立大学法人 千葉大学医学部附属病院  千葉市中央区亥鼻1－8－1  
13  東京都  
14  神奈川県  横浜市立大学附属市民総合医療センター  横浜市両区浦舟町4－57   聖マリアンナ医科大学病院   川崎市宮前区菅生211  

北里大草凄病院   相模原市麻溝台2－1－1   東海大学医学部附属病院   伊勢原市下情星143   

15  新潟県  国立大学法人 新潟大学匡歯学総合病院  新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地  
16  富山県  富山県立中央病院   富山市西長江2－2－78   市立砺波総合病院   砺波市新富町1－61   
17  石川県  国立大学法人 金沢大学附属病院   金沢市宝町13－1  
18  福井県  社会福祉法人 恩賜財団 福井県済生会病院  福井市和田中町舟橋7－1  
19  山梨県  国立大学法人 山梨大字医学部附属病院  中央市下河東1110  
20  長野県  国立大学法人 信州大学医寧部附属病院  松本市旭3－1－1  
21  岐阜県  国立大竿法人 岐阜大学医学部朋屑病院  岐阜市柳戸1－1   浜松医科大字医学部附属病院  浜松市東区半田山1－20－1   
22  静岡県  順天堂大学医学部附罷静岡病院   伊豆の国市長岡1129番地  
23  愛知県  名古屋市立大字病院   名古屋市瑞穂区瑞穂町芋川澄1  
24  三重県  三重大字医学部附属病院   三重県津市江戸橋2丁目174  
25  滋賀県  
26  京都府  国立大学法人 京都大学医学部附属病院  京都市左京区聖注院川原町54   京都府立医科大学附属病院   京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465   

関西医科大学附属滝井病院   守口市文園町10番15号   国立大学法人 大阪大学医学部附属病院  吹田市山田丘2番15号  
27  大阪府             近畿大字医学部附属病院   大阪狭山市大野環377－2   大阪市立大学医学部附属病院  大阪市阿倍野区旭町1－5－7  

大阪医科大字附属病院   高槻市大苧町2番7号  
28  兵庫県  兵庫医科大学病院   西宮市武庫川町1番1号 
29  奈良県  公立大学法人奈良県立医科大学附属病院  檀原市四条町840  
30  和歌山県  
31  鳥取県  国立大学法人 鳥取大学医学部附属病院  米子市西町36番地1  
32  島根県  国立大学法人 島根大学医学部附属病院  出雲市塩治町89－1  
33  岡山県  国立大学法人 岡山大学病院   岡山市鹿田町2－5－1   
34  広島県  国立大苧法人 広島大学病院   広島市両区霞1－2－3   
35  山口県  国立大学法人 山口大字医掌部朋偏病院  宇部市南小串1－1－1   
36  徳島県  国立大芋法人 徳島大学病院   徳島市厳本町2－50－1   
3了  香川県  香川県立中央病院   高松市番町5－4－16   37府県50病院ぎ    岳  
38  愛媛県  国立大学法人 愛媛大学医学部附属病院  菓温市志津川  
39  高知県  国立大学法人 高知大字医掌部附属病院  南国市岡皇町小蓮185－1  
40  福岡県  
41  佐賀県  国立大学法人 佐賀大字医学部附属病院  佐賀市鍋島5－1－1  
42  長崎県  独立行政法人 国立病院機‡I長崎医療センター  長崎県大村市久原2丁目1001－1  
43  熊本県  国立大筆法人 熊本大学医宇部附属病院  熊本市本荘1－1－1  
44  大分県  国立大掌法人 大分大字医宇部附属病院  由布市挟間町医大ケ丘1－1  
45  宮崎県  
46  鹿児島県  国立大学法人 鹿児島大学病院   鹿児島市桜ケ丘8－35－1  
47  沖縄県  

計   37府県・50病院  
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肝炎情報センター  

「国立国際医療センタ‾肝炎情報センター」構想とは？  

一肝炎診療の均てん化t医療水準の向上をさらに  

全国的に推進するためには、特に情報提供機能  

について都道府県の肝疾患診療連携拠点病院を  
支援するシステムが必要であり、その基盤整備  
が必要である．  

・また、肝炎については国内外で基礎・臨床研究  

が急速に進行していることから、情報をデータベ  

ース化して、定期的に情報をアップデートすること  

が重要となる。さらに、正確な情報を広く発信する  
システム作りが必要である．   



【討議事項】  

1）“孤覇鍔医療センタ1汗炎情報センター”HPを開設  

（平成20年5月～）   

i）塾象  ・肝臓専門医向け  

・医療従事者向け（一般医・コメディカル向け）  

・患者さん■肝炎について知りたい方向け   

ii）取り扱う情報内容  

2）“厨灘瘡センタ1汗炎情報センター”運営のための   

専門委員会の設置  

……－－＞′′肝疾患情報提供検討委員会′′  

肝疾患情報提供検討委員会構成委員一覧  

氏  名   所  属   

林  紀夫  大阪大学消化器内科学教授   

熊田 博光  国家公務員共済組合連合会虎の門病院分院長   

小池 和彦  東京大学大学院医学系研究科消化器内科字数授   

脇田 隆字  国立感染症研究所ウイルス第二部部長   

田中 純子  広島大学大学院医歯薬総合研究科疫学・疾病制御字数授   

八橋  弘  独立行政法人国立病院機構長崎医療センター臨床研究センター治療研究部長   

泉  並木  武蔵野赤十字病院副院長   

茶山 一彰   広島大学大学院医歯薬総合研究科分子病態制御内科字数授   

榎本 信幸  山梨大学大学院医学工学総合研究部第一内科教授   

溝上 雅史  国立国際医療センター肝炎・免疫研究センター長   

正木尚彦  国立国際医療センター消化器科医長（併任：肝炎情報センター長）  



トこのホームページ管牒けい㌻れる方へのお噸い  

肝炎㌶輝の持てん化・医節水凄の向1．復さらに全匡門に案対マるために  やレ  

こ国立国際医療センター肝炎情報センター  

肝灸診怒の均てん化・匡培水軍の向上を昌らに全日㌍に燕拝するたのには、袷lこ▲毒悠覧廣モ均与仁L  

ついて都㌔府炉の．肝鼠竣診療連携敲点病説を支妊するシステムが必空であり、その茎窯封侍が．  

集です。  

また、肝炎については出ノブ】外で慕囁・E亨床研究が魯遷に；呈持していることから、信輔をデタベー  

ス化して、定脛的に侍輔をアップデー▲卜していくことがモ資となります。さらに、正接な低唱を駅  

く染辞するシステム作りが必藍となります。   

q静肝炎；多震ネットワーク  
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とだ退醐鋸、ら廃す▲り  

軍書こん肝炎lこついて知りたい万へ 惚ダ肝■■円fの方へ  
轡軒汚毒誓「嘔以ク仰医康雄事者刀万へ  

1隻ド肝貞    ■斉硬変  鋲急性節穴   t斉硬変  ■怠惰軒炎  
■B弓竺：†炎  t評鰹鎧がん  董B型．〒炎   ■．許追払がん  も閻揮炎  
■⊂聖肝集  ■尼弼竹裾  ■⊂型．牢炎   ■£邦禰司  b⊂型．前炎  

戦列粁炎帽欄センターについて   肝歩封岩詔センターひらのお知らせ  更訂毒弼  

■号†軽輩  
●訂雉㌫がん  

■ 爵l一丁足  

■訂災区報コンターとは  ■頁1穴場胃センターの不一ムペ  

ジをF諾しました．  

（20D8．1之．01）  

書 D8．11ヱ5   

「屏炎憤確センターとは？」ペジの．帯   

災慣行センターの拒絶叛冥を追加▲t王   
をしました。  ①  

■可・㌻男£省妄謄「全琶節穴チ三溝  
主管誘電会議」岩よび軒災愕持  
てンクー主催 r平成20∈良沢l・」  

日きi一覧たi；椙一手諷苛l前払慌mニ† ▼  

】Tこ¢ページのトノノヘ r 〈－1’イトマ・．ノ几・洋裁二ど話リンク  

囲±1¶’・岬ナノタL・干さぺ㌣モ＝㌔7二！－951亡】〒？Lヒ■ いし－√レアト7－1丁亡10ヰ7－］けヱー三5bL：代ヂ）  

宅〉コ00巨晩二月＝射え1二′1・■－卜H・丁‡壱ごンクー  

更新ヨ20〔蝿ハ1／27  

鐘 08．11．03   

長野揖．島揖県の昌1疾粧診蛸濾讃支点萌 し．  指を謹告りヲ慰しました 
．  

2008／12／1公開  

bttp：〟www．   q．go．jp／center／index．html  

肝炎情報センター   



国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

Soft Ware  H ard VVare  

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案t推進  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

S oft VVa re  H a r d VV a r e 

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案・推進   



l  

．  

l  

③研修機能   

萱肝疾患診療連携拠点病院等の医療従事者  

≡に対する研修の企画一立案■推進   

拠点病院によるネットワーク   

［亘亘垂亘］ 匡亘］雫∃  

くとここ〇匡亘亘司．  
●●■●■●＝●●●＝●●＝●●●●●●●＝＝●●●●●●●●＝●●●●●●＝●●●■●  

②拠点病院間情報共有支援  

肝疾患診療連携拠点病院で構成  

する協議会組織の事務局機能を  

担うなど拠点病院間の情報共有  
①インターネット等による最新情報提供  

肝疾患医療に関する診療ガイドライン、肝炎診療  
をめぐる国内外の情報  

‾－‾■‾■‾■‾■‖■‾■‾′▲‾●……‾●  

一般住民  
医療機関  （厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室）  

（平成20年11月21日：第1回廊道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会）  

「資料亘＿」  

知遇情具肝疾燕浮環1皇茂拠点癌性間鵡終陥洋室九∃約／繋J   

（皇†手全の設置〕  

言フ集 仏語全に．協荘重の声昔年Hテ巨に行うため．幹事会を古くこ⊥ができる，  

2単享会に必芸ち事項／ユ、議長が別に定める＝  

：き鰯）  

蒜8集†扁領主の庶冠仕、日立国際匡jまセンター運営尾庶祝言二課l二おし1て処理する】  

（組員り）  

市田菜 この規街に定のるもののほか、協宗全の重言に閲し必衰な事項は、蒜貢が凱二   

産める。  

相月り  
1 二の規柑土、平成20年  月  日から誠斤㌻る▲   

闇僅）  

宗1条 都道府県肝疾患給痺謹撰拠点病磨こ以下「拠点病院」という、．）の接種て圭化や拠   

点病院間の蔓差掛ヒについて㌫毒するため．都道府県肝疾屁診療正浩拠点病院間遺稿   

協議会く以下「協篭会Jという．）を設置する．  

（軸他）  

箭2於 協講全は、次に1即fる毒邑をもって珊‡供するr   

（1）都道府県許膜孟診療慧施測点東囁 病暁長文Ii病暁長が捜た丁るせ   

（2；国立四倍産癒センター区府台病l冷肝属・免疫街頭センター長   

（3〉国立画博医療センター国府古癖院肝炎一塊疫研兎センター肝炎情樟センター長  

2栗旦の任期は2年とし、再任を茹Ifない．  

3 垂副二欠品が皇じた老台の捕欠の委員の任期は、前石の兢真にかかわらす＿前任老   

の放任期間とする。  

り鳥蕗写頂l  

貰3粂 姐誌会ほ．次に紀Ifも事項を払言羞する。  

（1‡塊粥査晩l∈掌l皇国五島立と．   

【2）肝疾患：診i烹等1二倍る人4才育成に防すること   

（8）その他協芯壊の長官仁必要な事項   

こ誇長）  

宗4条 協；ま会に語長を置き、国立国際医療センター阻府台病慌斬牒・免疫研究センタ   

ー肝炎情報センター長をもって充てる。  

2 議長に事故あ古ときは．議長があらかじめ指名する委員がその他推を代行する∪  

（要事；  

第6ゑ 位法会は、必要に広ごて謳長が）ど装する。  

2 快諾会は、毒見の過半嶺以上が出蒲L古けれ「ま、鮭事を開くことができない。  

3 真且は、やむを侍ない理由に上り会議に出席することができないときには．その代   

理者を■監議会に出席さセることがでさるト  

（意気の聴取）  

貫E莫 議長l土．ゼ一箪があるときは、委員以外ロ〕肴を1出講会にl山席させ．意見を聴くこ   

とがで書る。  

一三‖－  



データベース  

平成21年3月13日（金）  

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎・免疫研究センター  

肝炎情報センター長  

正木尚彦  

本当に感染者の治療に役立つ情報とは？   

どのような情報が最低限必要か？  

それは実際に可能か？  

糞用は？  

暗号化は可能か？  
etc  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

H a rd Wa re  Soft VVare  

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案・推進   



第一回看護師向け研修会  

より艮い肝 患の訂護を乍  旨して  

平成21年12月11日－12日   

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎■免疫研究センター  

研修推進室医長  

矢野公士   

① 肝疾患の動向（医師）  

② インターフェロンの実際（医師、看護師）  

③ 肝癌（肝動脈塞栓療法、局所焼灼療法 他）の治療（医師、看護師）  
④ 肝硬変合併症の看護（かゆみ、腹水、むくみ）の看護（看護師）  
⑤ 肝疾患のメンタルケア、インフォームドコンセント（看護師）  

⑥ 肝疾患相談員の体験談（看護師、他）  
⑦ グループディスカッション（上記テーマについて）（看護師、他）など  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

Soft VVare   H a r d VV a r e 



ノ野趣喘感染L乙ビラLr  
！柑％玖4∫CとJβ％（の仔CC仁分力l力点カl？  

■ト  

Serotype   Biopsy  Diagnosis，Gender，Race   

Nucleotidemutation  MolecularGeneticsEnvironmentalfhctors  

Genotype／Subtype sequencing Geographicdistribution  

C二暫厚鮒鹿療の変遷  
■                                                                            ／  

／  

／                       ノ  

2008・12 0  

／  

／イb高ウイルス量のPEG＿】FNα2b＋RBV72週承認  

1b高ウイルス量以外の  

PEG－1FNα2b＋RBV24週承認  
2005・120′．／／  

／  

2005．4 0．ノ′／lFN自己注射承認  
／  

2004．12 0．ノ／  1b高ウイルス量のPEG－1FNα2b＋RBV48遇承認   

2003．12 0ノ∴ PEG－1FNα－2a48週承認   

2002．2 0・】FNの再投与および投与期間制限の撤廃   

2001・12 Q／］FNα2b＋RBV併用療法24週承認  

1992．2 0′′／ 

／ 

ここまでやって  

どうして治らない？   
1989 0  

／  
C型肝炎ウイルス（HCV）発見  
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灰世代高彦シーケニンサーの登場  
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相好生命好学訝穿の変遷ノ男3の．生命労／1銑鉄／   



第2回全国肝炎総合対策推進懇談会  

厚生労働省，平成21年6月10日（水）  

埼玉県における肝炎対策事業  

埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科  

持田 智  

埼玉県の特殊性と病診連携の在り方   

ホームページ，肝疾患相談センターでの情報公開   

肝炎治療特別促進事業の実態  

Gα∫J川g〟ねJ・βわ紗＆〃印αわわ幻′，助血椚〟肋dわ〟Jと加fvgr∫吋  

都道府県別のHCV感染率（節目検診：平成14年度）  

l】］中 隆ほか：什本臨眈ヱ004；‘2（増刊号7）：引1より作成  
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